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第東京電力福島第1原発事故から4年が過ぎた。四国電力伊方原

発は、再稼働の前提となる原子力規制委員会による審査が終盤を

迎えている｡伊方原発などで進められる陵全対策」は万全か-b

核。エネルギー問題|胄報センター（東京）の舘野淳事務局長に聞

いた。（聞き手。阪和舞）
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核･エネ脳ギー問題情報種ンター(東京)篭野淳事務局長に聞く

ｌ
伊
方
原
発
な
ど
で
の
下
に
抑
え
る
こ
と
を
求
め

重
大
事
故
対
策
に
問
題
点
て
い
る
。
だ
が
水
素
は
軽

は
あ
る
か
。
．
く
上
部
に
た
ま
る
性
質
が

伊
方
原
発
な
ど
の
加
圧
あ
り
、
拡
散
の
仕
方
や
爆

水
型
軽
水
炉
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）
発
限
界
の
計
算
方
法
に
不

腫
、
事
故
を
起
こ
し
た
福
確
定
な
要
素
が
あ
る
。

島
第
１
原
発
の
沸
騰
水
型
四
電
な
ど
は
、
水
素
爆

軽
水
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
に
比
発
の
防
止
策
と
し
て
水
素

べ
、
原
子
炉
格
納
容
器
が
除
去
装
置
を
設
置
し
た
。

大
き
い
。
Ｂ
Ｗ
Ｒ
の
よ
う
こ
の
う
ち
「
イ
グ
ナ
イ
タ
」

に
水
素
爆
発
を
防
ぐ
た
め
は
水
素
を
燃
焼
さ
せ
る
装

の
窒
素
を
格
納
容
器
に
封
置
だ
が
、
逆
に
点
火
装
置

入
し
て
い
な
い
。
と
な
っ
て
爆
発
を
起
こ
す

規
制
委
ば
格
納
容
器
内
危
険
性
が
あ
る
。
装
置
は
、

の
水
素
濃
度
を
へ
爆
発
の
も
と
も
ど
放
射
線
分
解
で

危
険
性
が
吉
厚
奉
る
過
％
以
発
生
し
た
少
量
の
水
素
を

‐二'軽水炉の種類＝－

福島第1原発など
沸騰水型雲水炉(BWR)

伊方原発など・

加匡雛型軽水炉(PWR)

四国電力が水素除去装置を設置

電気式13台
触媒式5台

除去装置危険性も
大量発生に
対応できず

に
対
す
る
）
熱
の
ダ
メ
ー
ニ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て

念
げ
皿
「
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
故
が
起
」
れ
ぱ
、
溶
融
燃

取
り
除
く
た
め
の
も
の
－
」
は
日
本
で
検
討
さ
れ
料
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
大

で
、
事
故
な
ど
で
大
量
に
て
い
な
い
。
量
に
含
ま
れ
て
い
る
た
・

出
て
き
た
水
素
を
除
去
す
ｌ
伊
方
原
発
Ｓ
号
機
は
め
、
福
島
原
発
事
故
よ
り

る
装
置
で
ば
な
い
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
だ
。
も
さ
ら
に
取
り
扱
い
が
大

Ｐ
Ｗ
Ｒ
は
Ｂ
Ｗ
Ｒ
に
比
リ
ス
ク
は
ど
う
か
。
変
に
な
る
。
規
制
委
は
事

べ
、
原
子
炉
容
器
の
圧
力
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
。
ウ
ラ
散
発
生
時
の
プ
ル
サ
ー
マ

が
高
い
。
原
子
炉
容
器
が
ン
混
合
酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
ル
の
リ
ス
ク
を
説
明
す
べ

破
損
す
れ
ば
、
炉
心
が
溶
燃
料
を
使
う
プ
ル
サ
ー
マ
き
だ
。

融
し
原
子
炉
格
納
容
器
に
ル
炉
は
ウ
ラ
ン
燃
料
の
炉
プ
ル
サ
ー
マ
ル
で
ウ
ラ

故
出
さ
れ
、
（
格
納
容
器
と
比
べ
、
炉
心
に
プ
ル
ト
ン
資
源
を
有
効
活
用
で
き

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
語
雪
雲
事
務
局
長
Ⅱ
６
日
、
東
京
．
三
鱈
市

由
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●
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。
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タ
ー
●
卓
●
ロ
●
白
■
Ｃ
Ｇ
。
亨
缶
凸
の
■

た
て
の
．
じ
ゅ
ん
魂
年
東
京
犬
り
、
脆
年
に
伊
方
町
で
寵
か
れ
た
国
一

工
学
部
卒
。
日
本
原
子
力
研
究
所
研
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
バ
ネ
》

究
員
を
経
て
師
年
中
央
大
教
授
。
、
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。
専
門
ば
核
燃
一

年
退
職
。
四
国
電
力
伊
方
原
発
８
号
料
化
学
。
氾
歳
。

機
へ
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
導
入
を
め
ぐ

甲
一

る
の
は
ｍ
％
程
度
。
（
活

用
で
き
る
）
資
源
が
約
１
－

０
０
倍
に
増
え
る
と
さ
れ

る
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ

翌
（
福
井
県
）
は
技
術

が
難
し
く
、
実
用
化
さ
れ

て
い
な
い
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
核
武

装
壷
疑
わ
れ
な
い
た
め
に

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
消
費

し
『
一
夏
奔
県
六
ケ
所
村
の

使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理

エ
場
を
動
か
す
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。
大
問
題
だ
・

１
国
の
新
規
制
基
準
を

ど
う
み
る
か
。

重
襄
琴
故
ば
、
安
全
装

置
が
働
い
墓
讓
が
収
束
一

す
る
「
設
計
基
準
事
故
」

を
超
え
る
事
故
。
安
全
装

置
が
働
か
な
い
の
で
人
間

の
手
で
何
と
か
し
な
い
と

い
け
な
い
が
、
地
震
や
津

波
の
被
害
が
あ
っ
た
場
合

に
対
応
壱
き
る
か
。

軽
水
炉
は
「
冷
や
す
」

避
鑑
態
禦
霊

駄
目
に
な
る
。
冷
却
に
大

量
の
氷
を
使
う
が
、
い
っ

た
ん
安
全
装
置
が
働
か
意

準
蕊
鑪
難
龍
難

炉
の
問
屋
墨
垂
十
分
に
提
一｜

示
し
て
い
な
い
。
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